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例  言

１．本報告書は、大阪府大阪狭山市に所在する国指定史跡狭山池の保存活用計画書である。
２．保存活用計画書策定事業は、大阪狭山市教育委員会教育部歴史文化グループが事務局となり、
　　平成 28年・29年度に、国宝重要文化財等保存整備費補助金の交付を受けて実施した。
３．本計画は「大阪狭山市狭山池総合学術調査委員会」の指導をもとにまとめた。
　　また、計画策定には、多くの方々から指導・助言を受けた。この場をお借りして感謝を申し上げる。
　　なお、指導助言をいただいた方々のお名前は、159頁に一覧を掲載した。
４．社会状況等の各種調査については、
　　植物相調査　大阪府立大学生命環境科学研究科　藤原宣夫教授研究室　藤原宣夫教授
　　生物調査　　大阪府立大学生命環境科学研究科　平井規央准教授　上田昇平助教
　　環境動物昆虫学研究グループ研究室　構成要素・気象状況・社会状況調査　株式会社オオバ　
　　に委託し、報告書の提出を受け、本計画に反映させた。
５．本計画の内容は、将来の社会情勢や史跡環境等の変化により変更する場合がある。

凡  例
１．本書内で使用している史跡狭山池内の構成要素の名称については、現在の狭山池ダムで使用している名　　
称を用い、適宜（　）にて歴史的な背景を持つ名称を付加した。
２．標高については、T.P.値（東京湾平均海面値）を用い、O.P.値（大阪湾最低潮位）を使用している場合は　　
明記している。T.P.値と O.P.値の変換は、O.P.値＝T.P.値＋1.30mとした。	
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S AYA M A I K ES AYA M A I K E

はじめに

　大阪狭山市の誇りである狭山池は、平成 27 年（2015）の春、国の史跡指定を受

けました。「農は天下の大本也」として灌漑を目的に飛鳥時代に築造された狭山池が、

1400 年の永い生命を維持し、現在に至るのは先人たちのたゆまない努力よるものです。

その歴史と価値が認められて、史跡として国の保護を受けることになりました。

　狭山池は、度重なる改修でその都度姿を変えてきましたが、池の持つ灌漑と治水の

機能は、1400 年間変わることなく維持され今日に至ります。そして、今を生きる私た

ちは、先人と同じように狭山池から多くの恩恵を受けることができています。

　本計画書は、史跡としての狭山池の価値を明らかにし、その保存と活用についてま

とめたものです。文化財としての国の史跡狭山池を、未来に伝えることを目的として計

画しました。本計画が、多くの方々に守られてきた狭山池を、未来に伝える一助となる

よう努めてまいります。

　最後になりましたが、本計画策定にあたり、ご指導、ご協力いただきました関係各

位に深く感謝の意を表しますとともに、今後ともご指導、ご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

平成 30 年（2018）３月 31 日

大阪狭山市教育委員会

教育長　長谷　雄二
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はじめに

　「狭山池」は平成 27 年（2015）、国指定史跡となった。指定説明文では、次のようにその特
性を説明している。

 （1）飛鳥時代に築造された灌漑用の溜池である。
 （2）『日本書紀』崇神紀、『古事記』垂仁天皇記に築造を伝えるが、確実な記事は奈良
　　　時代以降である。
 （3）天平３年（731）に僧行基が狭山池院・尼院を造り（『行基年譜』）、天平宝字６年（762）
　　　には狭山池が決壊し、延べ８万３千人が動員されて修造された（『続日本紀』）。
 （4）鎌倉時代初頭には、僧重源による改修が、慶長 13 年（1608）に豊臣秀頼（奉行
　　　片桐且元）による改修が行われた。
 （5）江戸時代における管理や改修は池守であった、『田中家文書』に詳しい。
 （6）狭山池は近代以後も継続して利用され、大正末年―昭和初年、昭和 63 年―平成 14 年
　　　の二度にわたっての改修を経て、現在に至っている。
 （7）大正末年―昭和初年の改修時には、考古学者末永雅雄による調査が行われ、中樋
　　　放水部から重源による改修時に転用された石棺が出土した。
 （8）昭和 63 年―平成 14 年の改修に際しては、総合的な学術調査が行われた。その際北
　　　堤の下層には、敷葉工法による飛鳥時代および奈良時代の堤が遺存し、堤の断面層　
　　　序と出土木樋および文献との対比から回収の履歴が判明した。
 （9）下層木樋（コウヤマキ材）は年輪年代によって推古天皇 24 年（616）の伐採であるこ
　　　とも判明し、狭山池築造年代が飛鳥時代に遡ることが判明した。
 （10）行基改修時、天平宝字改修時の盛り土の遺存も確認され、規模の変遷も判明した。
 （11）江戸時代の中樋に使用されていた石材の中から、重源狭山池改修碑が出土し、重源
  の改修が建仁２年（1202）であることが確認された。
 （12）慶長の改修では西樋・中樋・東樋が新設され、西除の作り変え、東除の新設、北堤
  のかさ上げなどが行われて、大正時代まで補修を繰り返しつつ使用された。
 （13）飛鳥時代から鎌倉時代の堤の盛り土は保存され、出土した飛鳥時代・奈良時代の木樋、
  江戸時代の東樋・中樋・西樋・重源狭山池改修碑は平成 26 年に重要文化財に指定された。
 （14）狭山池は今日に至るまで利用されてきた灌漑用溜め池であり、我が国における古代以
  来の土木技術の歴史を理解するうえで重要である。

　本『史跡狭山池　保存活用計画書』は、以上のような「史跡狭山池」について、その保存と
活用に向けての、基本的な考え方と方向性を定めるものである。

平成 30 年（2018）３月 31 日

大阪狭山市狭山池総合学術調査委員会
委員長　金田　章裕
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